
 

 
勇気と絆   

～ 池江璃花子選手のメッセージから ～ 
 
全校のみなさん、おはようございます。 
第２学期がスタートして、１か月余り経ちました。 
みなさんの体の動きも少しずつ、もとのしなやかで、たくましい動きにもどっ

てきていますね。 
さて、今月の１５日（木）の２年生を皮切りに、各学年の体育大会を行う計画

です。どんなゲームをするのか。どんなルールでするのか。楽しみですね。 
 
ところで、みなさんは、競泳の池江璃花子(いけえ りかこ)選手を知っていま 

すか？ 
今年の７月２３日。そう、本来であれば東京オリンピック・パラリンピック開 

会式となる日に、新しい国立競技場で全世界にメッセージを発信しました。 
 
校長先生は、彼女のメッセージにとても感動し、共感したので、今日はそのお 

話をします。 
池江選手は、現在、白血病という大きな病気と闘っています。 

「思っていた未来が、一夜にして別世界のように変わる。それは、とてもきつい
経験でした。その中でも救いになったのは、お医者さん、看護師さんなど、た
くさんの方に支えていただいたことです。しかも今はコロナという、新たな敵
とも戦っている。本当に感謝しかありません。」 

「スポーツは、人に勇気や絆をくれるものだと思います。」 
「逆境からはい上がっていくときには、どうしても希望の力が必要だということ
です。希望が輝いているからこそ、どんなに辛くても前を向いて頑張れる。」 
            （池江璃花子選手メッセージから部分的に抜粋） 
 
校長先生は池江選手から、スポーツって、「感謝」「勇気」「絆」「希望」をふく 

らませてくれるのだと思いました。改めてスポーツっていいなと思います。 
 
ですから、十二月田小のみなさんには、体育・スポーツの得意な子もそうで 

ない子も、体を動かす楽しさや勝つ喜び、仲間や競争相手への感謝や思いやりの
気持ちを味わえる大会や取組になることを心から願い、精一杯応援します。 
本日の朝会（放送）で、子供たちに話した内容です。今年度は、すでにご案内の通り、運動

会を中止にいたしました。しかし、体育・スポーツは子供たちの体だけでなく、心も、人との
つながりもはぐくめる大切なもの、健康は夢をかなえるための一つの資源と考えております。 
池江選手のメッセージについて、私自身が感銘を受けた言葉が、少しでも「しわすだっ子」

に伝わり、体育・スポーツ自体を楽しむ子になって欲しいと願っております。 
本校の体育大会や市の「なわとびチャレンジ大会」への取組について、ご家庭におかれまし

ても、お子様を励ましていただいたり、お子様と一緒に体を動かしたりする機会を作っていた
だき、「スポーツの秋」を「しわすだファミリー」で体現していただければ幸いです。ご理解
ご協力をお願いいたします。 

校長  石井 宏明 

 


